
6月7～8日の2日間、建設事業の新材料・新工法や、時代のニーズから生まれた最新の建設技術を一般公開する東北地方最大の
建設技術展「EE東北’23」が、仙台市宮城野区の「夢メッセみやぎ」ほかで開催されました。

1990年のスタート以来、通算32回目の開催となる今回は、ICTやAIなどの「DX=デジタルトランスフォーメーション」に関連
する技術を中心に、385の企業・団体から1,035の建設技術が出展され、2日間延べ13,900人が来場。
「設計・施工の技術分野」に出展した当社は、湯野上2号トンネル工事で採用している「ローカル5G」とバーチャル空間での360
度ライブストリーミングを活用した「遠隔臨場システム」を展示・紹介。施行中のトンネル坑内に設置した360度カメラとつなが
る「リアルタイムな遠隔臨場」を体験した皆さんは、最先端の技術に驚くと同時に興味津々！…デジタル技術を取り入れながら
日々進化を続ける「建設業が拓く未来」への期待の大きさが伺えました。

最新の建設技術・工法を公開する「EE東北’23」に出展
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